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1. は じ め に* 

最近の情報通信技術の目覚ましい進展に伴い，ビ

ジネス経営の方向は，技術的進歩を利用して，新し

い価値創造と複雑な社会のニーズや顧客の満足を

増進させる方法を見出すことに向かっている．ビジ

ネス環境の変化に対応して，企業や社会においては，

関連分野の基礎的知識を習得し，これを活用して 

イノベーションの創出を担うことができる能力を

もった人材が求められている．これに伴い，企業が

期待する人材能力と大学における教育のミスマッ

チをできるだけ縮小させることが叫ばれている． 

この論文では，大学教育の中で，経営工学分野の学

生が社会人として社会で活躍するために備えてお

くべき実務的なスキルについて述べ，つぎにスキル

を習得していることを示すための実務能力の認

証・認定の仕組みを示す．なお，本稿では，科目に

相当する講座あるいはコースの質が基準に満たさ

れているかが認められることを認証と記すことと

し，学習者が実務的なスキルを習得していることを

認めることを認定と記すこととしている． 
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2. 大学における実務能力育成 

社会からのニーズにマッチするように，経営工学

分野の人材育成をどのような観点から実施するか

について，共通的に強い要望は，社会を変革するイ

ノベーション人材である．資料〔1〕にはイノベー

ションできる人材の像が描かれている． 

新しい価値を生む製品・サービス・ビジネスモデ

ル・社会システムを考え出す可能性が高い能力を培

うことが期待される．イノベーションの創出の学習

効果をあげるためには，専門知識だけでなく，実務

的な能力と課題発見・解決力，社会ニーズの把握力，

物事を深く考える能力，システム思考などの社会的

能力が不可欠であり，柔軟な応用力を学生に身につ

けさせることが重要である． 

涵養すべき具体的な実務能力については，つぎに

示す 3 つの分野があげられる. 

1) ディジタル化された情報通信（IT）技術の活用 

最近のビジネス経営は IT 技術の急速な発展に 

より経営環境が変わり大きな変革に直面している．

その潮流として，①新たな天然資源となりつつある

大規模なデータの活用，②情報システムのクラウド

化による新しいサービスの早期実現，③モバイルの

IT 技術を活用した人と人のソシアルなつながりの

発展の 3 つが重要になっている．このような状況か

らデータや情報の性質をよく理解し，実際の場面で



 

応用できる実務的なスキルを身につけておくこと

があらゆる経営において重要である.「コンピュータ

のハードウエア/ソフトウエア」，「アルゴリズム」，

「ネットワーク」，「データベース」，「情報セキュリ

ティ」，「ソフトウエア主導情報システム」，「データ

分析」などの基本が必要である． 

2) システム・サービス開発 

サービスにおける生産性の向上やイノベーショ

ン創出に寄与しうる人材の育成がもとめられ，文

部科学省では，サービスイノベーション人材育成

の構想を示している〔2〕．サービスをプロトタイプ

として構築し，頭で描いている機能を実証してみ

て評価するため実務的能力として，「実践的プログ

ラミング」，「アジャイルシステム開発手法」，

「Web システム」，「データ解析」，「サービス設

計」などが必要である． 

3) ソシアルパワー 

世の中に出て，自律的に課題解決に挑戦するた

めに，コミュニケーション能力や実行力，積極性

などの社会人基礎力を養う必要がある．経済産業省

では，大学卒業生が社会人としてビジネスを遂行

するために備えているべき基本的スキルとコンピ

テンシーを提示している〔3〕．人と人のつながりを

意識してグループでチームワークをとりつつ協働

で作業して，洞察や分析を深める新しい知識を生

み出す力を養うために，「ロジカルシンキング」，

「クリエイティブシンキング」，「プレゼンテー 

ション」，「ネゴシエーション」，「ファシリテー

ション」，「リーダーシップ」の基本を身につける

ことが必要である．また，グローバルに仕事を進め

る機会が多くなることに対処するために，異文化

を理解し，世界のビジネスパーソンに向けて自ら

の考えをしっかりと伝えることができるというコ

ミュニケーション力が必要である． 

実務的な内容の有効な学習手法として，デザイ

ンワークショップなどの手法を導入し，適切な実

際的な課題を設定して，学生が自ら参加・体験し

共同で学びあいアイディアを創り出すことにより，

センスを磨く訓練を積むことが有用となる． 

3. 実務能力認証･認定のしくみ 

3.1 実務能力教育の質保証 

社会においては，急速に進歩する技術に対応した

技能を継続的に学習する必要性が大きくなってお

り，大学において，実践で役立つ実務スキルをつけ

るための教育のあり方を考えることが重要である．

まず，必要な実務能力が職種や職務との関連におい

てどのようなもので，どのような場面でどのような

実務的なスキルを習得していなければならないか，

どのようなレベルの高さが必要であるかを体系化

した基準のようなものをもつことが必要である． 

この基準を参照することにより，教育機関では実

務的教育の設計を，大学教育の中でどのような位置

づけで実施すればよいかがわかる．また学習者は，

自分の専門分野や将来の職業への従事を勘案して

どのような実務的学習をしておくべきなのかを知

ることができる．さらに，企業サイドからみると，

人材の採用の際に要求する能力について，基準を参

照にしてより明確に提示することができ，ミスマッ

チを減少させることに役立つ． 

また，実務的な内容の講座（ここでは，科目に相

当する学習ユニットを講座とよぶ）については，企

業が保有する社員教育コンテンツに大学教育で役

立つものが多くあり，実務能力に関する教育を大学

で実施する場合，企業で行っている社員教育コース

やプログラムの利用が考えられる．さらに，大学を

はじめとする教育機関とプロフェショナルになる

ために必要なスキルの教育研修を行う企業とのコ

ラボレーションによる新たな教育システムの実現

が考えられる．このような場面で，有用な質の高い

講座を設定するために，講座単位で教育内容を検討

し，質の保証をしておくことは重要である． 

 
3.2 実務能力基準表 

実務能力基準表は，職種・職務で必要とされる

知識・スキル項目を体系化・可視化したものであ

る．この基準表は，学習対象者に対し，職種と実務

経験レベルならびにそこに必要な能力・スキルを

示すものである．スキル基準は，仕事における期待
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インターネット インターネットの基礎

情報倫理

WWW（World Wide Web）

セキュリティ対策

スクリプト言語

情報セキュリティ
基礎

データベースシス
テム概要

★
★

★
★
★

★

★
★
★

データベース利用の概要

★

専門分野/職種

★
★
★

パーソナルスキ
ル

データベース

情報セキュリ
ティ

スキル小項目

コミュニケーション

スキル

レベル1

★ ★ ★ ★ ★

プログラム開発

★
★
★

★
★

企
画

★
★

★
★
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★

★

されるスキルがどのようなものかを提供する．した

がって，学生は，それらの期待に合致するために

彼らが何を行うことが必要であるか知ることにな

る． 

実務能力基準表は，スキルマトリクスとスキル

項目説明書で構成される． 

1) スキルマトリクス 

職種に対して求められる具体的スキル要件につ

いて，職種とスキルの相関表の形で表したもので

ある．横軸の職種と縦軸のスキル項目の交点におい

て，必要とされるスキルの到達度レベルを★印で 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記して示すものである． 

表 1 に IT 分野のスキルマトリクスの一部を例示

する． 

スキル到達度のレベルは，以下のように設定し，

表記している．★：概要を把握して業務に適用でき

るようになる．★★：高度な詳細の知識を習得して，

業務に応用できるようになる．★★★：知識をもと

に学んだことを活用し実践できるようになる． 

 2) スキル項目説明書 

実務で必要とされる具体的なスキルや知識項目

の詳細を，体系的に記述したものである．スキル項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表 1 スキルマトリクス例（一部）



 

目は，カテゴリー，中項目，小項目，要素として階

層的に整理され，詳細が記述されている． 

表 2 に IT 分野のスキル項目説明書例（一部）を

示す． 

 

3.3     認証認定のしくみ 

実務能力の講座ごとに，質の保証を行うためには，

実務能力を体系的にあらわした基準をベースとし

て，第三者機関による講座の認証（ここでは，講座

の質が基準に満たされているかが認められること

を認証とよぶ）が重要となる．品質保証体制は，学

習者が新たに獲得した技術や知識を実証する機会

を提供するものである必要がある． 

1) 講 座 認 証 

学習する講座あるいは検定試験の個々の質およ

び有効性を評価して認証する．これにより，学習者

が講座あるいは検定試験を修了して習得するスキ

ルを明確にする． 

2) 個人スキル認定 

学習者には，学習して習得した実務的なスキルの

学習結果をわかりやすく実証するために，第三者機 

 

 

関での品質保証が重要である．たとえば，大学にお

いて，専門以外に実務的な内容の科目を履修してそ

の証明を示すことができるようにする手立てとし

て，第三者機関の認定が利用できる． 

 

3.4 実務能力認証機構（ACPA） 

実務能力認定機構（ACPA）は内閣府から認証を

受けた特定非営利活動法人（NPO 法人）である.企

業・大学など教育機関・官公庁の賛同のもと，2003

年に設立され，産学官連携による新しい教育システ

ムと実務能力認定制度を確立し，社会が求める人材

の育成を支援することをミッションとして掲げ第

三者機関として活動している．ACPA は，講座認証

と個人認定を主として行っている．図 1 に ACPA の

仕組みを示す． 

講座認証は，個々の講座（コース）の質および有 

効性を，関連する分野の専門の人が，ACPA の審査

基準に基づいて講座（教材，カリキュラム，演習，

テストなど）の様々な要素をもとに審査して認証す

る. これにより，認証講座を修了した学習者が講座

で， どの程度まで必要であると定義されたスキルを 

 

 

中 項 目 小項目名 要 素 名 スキル内容 

 

 

 

 

 

インターネット

インターネット 

インターネットサービス（DNS，WWW，電子メール，FTP， 

その他サービスの仕組み），インターネットへの接続（ダイ 

アルアップ接続，専用線 IP 接続等），インターネットの発展 

（イントラネット，ファイアウォール，電子商取引等）等の概要 

について理解している 

 

 

 

インターネット 

の基礎 

インターネット 

要素技術 

インターネット/イントラネットの概要，TCP/IP プロトコル， 

インターネット上のサービスの仕組み，Web コンテンツの 

作成技術，ISP/ASP，セキュリティ技術等の概要について 

理解している 

 
 

インターネット 

情報活用 

Web による効果的な情報検索ができる，仕事に役立つツール

の操作ができる 

 
 

WWW 基礎 
WWW の概要を理解している 

WWW サーバの構成や WWW の仕組みを理解している 

 WWW HTML タグ HTML，アップロードを理解している 

 

（World Wide 

Web） 

スタイルシート， 

ホームページ 

ツール 

スタイルシートの活用，ホームページツールの利用について 

理解している 

 
 

Web サイト構築， 

プロトタイプ作成 
Web サイト構築，プロトタイプ作成について理解している 

表 2 スキル項目説明書（一部） 



 

習得することができるかを明確にすることができ

る． 

個人の認定では，ACPA は講座認証された講座

を修了，あるいは，認証された検定試験に合格し

た各個人に認定書を与える．認定書は受領者が認証

講座に与えられたスキルを獲得したことを示す．習

得したスキルを外部にアピールすることができる． 

実務能力認定機構（ACPA）では，実務能力基準

表をいくつかの分野で作成して公開している．提供

分野は，表 3 に示すものが整備されている． 

 

3.5 効   果 

実務能力のスキル基準は，教育，ビジネス，学

生，働く者の間で，仕事する上で期待されること

の共通のコミュニケーションのフレームワークを

供給するものといえる． 

実務能力の認証・認定のしくみについては，こ

れまでの経験からいくつかの効果が見出せる. 

1．実務能力スキル基準は，知識，技術などの能力

への産業界の期待を学習である教育にリンクす

ることにより，スキル内容を明確にすることが

でき，能力のマッチングをとることに役立つ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．実務能力基準表は，個別の講座およびテストの

中で要求されるスキルアイテムを識別するのに

役立つ． 

3．スキル体系の基準は，基準に基づいた教育プロ

グラムを習得した学生の雇用の後押しすること

になる． 

4．個人の学習目標の設定と達成スキルが明確にな

る．講座の学習の長期にわたる積み重ねができ，

講座のパーソナライズに対処できる． 

 

 

表 3 実務能力基準表の種類 

分  野 特  徴 

IT 
IT 分野の職種を提示し，要求される 

スキルを示す 

ビジネス 
企業のビジネス一般において必要とされ

る職種と必要とするスキルを示す 

語 学 
（英語） 

英語をヨーロッパ第 2 外国語共通フレー 
ムワーク（CEFR）基準に基づき 
6 レベルに対応したスキルを示す 

社会人 
リテラシー 

大学生および社会人若年層を対象とし

て，どの職種でも仕事を遂行するため

に共通に必要とされるスキルと能力を

示す 
大学マネジメント・

業務スキル 
大学職員の担うべき職務と必要な能力・ 

スキルを体系的に示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1  ACPA 認証認定の仕組 



 

5．個別の講座の Learning Outcome を明確にでき

る．講座の評価は，教材，演習，修了条件などを

確認して Peer Review による評価を行うので，

講座内容 の改善が図れる． 

6．学習内容が明確化され，教育の多様化に役立ち，

単位互換が容易になる． 

 

4. ま  と  め 

以上，標準的なスキル記述のスキル項目にリン

クされた高品質な講座および検定試験の必要性が

認識される背景のもとで， 大学における実務能力

の認定について，実務能力基準表の考え方とその

必要性ならびに活用方法を述べた． 

「教育機関」においては，実務教育の講座や検定

試験を提供するにあたって基準表を参照し，継続

して認証を受けることを通して，その「講座・プロ

グラムの品質向上」に役立てることが期待される． 

「学習者」にとっては，実務能力の習得によって

専門知識を駆使して本当に役立つ実力をつけ， 

それぞれの職務において高い専門性を発揮しプロ

フェッショナルとして成長し，自律的な能力促進

を図ることが期待される． 
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